
、
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ト
に
お
け
る

文
学
構
造
の
二
重
性’

　
　
　
　
　
浜
　
　
　
田
　
・
　
・
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
一
、
作
品
に
お
け
る
二
つ
の
系
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
，
，
　
　
来
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
つ
は
ソ
テ
そ
の
系
列
で
あ
り
・
他
は
ン
シ
の
系
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
の
ご
つ
の
系
列
に
属
す
る
作
品
を
書
き
な
が
ら
、
ジ
ッ
ド
は
自
己

　
ジ
ッ
ド
（
一
。
。
鉛
－
冨
毘
）
の
い
わ
ゆ
る
創
作
的
作
品
に
は
、
ソ
テ
ィ
（
。
。
9
冨
）
、
　
　
の
文
学
理
念
を
完
成
に
近
づ
け
て
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3

レ
シ
（
『
瓜
。
ε
、
及
び
艮
マ
ン
β
H
o
ヨ
、
昌
）
の
名
称
が
作
者
自
身
に
よ
っ
て
冠
せ
　
　
　
更
に
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
文
単
理
念
と
密
接
な
繋
り
を
も
つ
生
活
理
念
と
も

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
℃
巴
＆
①
。
。
　
　
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
私
の
中
に
お
い
て
矛
盾
す
る
諸
要
素
は
芸
術
に
よ

（
一

K
。ﾜ
）
を
ソ
テ
ィ
（
或
る
時
に
は
サ
チ
ー
ル
ω
餌
誠
H
Φ
晶
9
只
津
一
・
冨
ω
P
α
・
誌
）
　
　
　
つ
て
し
か
統
一
さ
れ
な
い
」
と
い
う
彼
の
言
葉
を
逆
に
辿
っ
て
行
く
時
・
わ
れ

と
呼
ん
で
以
来
、
ド
㊦
。
。
周
①
自
×
ヨ
。
昌
づ
餌
鴇
①
口
同
ω
二
謡
巴
の
ロ
マ
ン
に
至
る
ま
で
　
　
～
－
は
彼
の
生
活
と
文
学
内
容
の
関
係
の
密
度
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ジ
ッ

の
、
九
篇
の
作
品
に
与
え
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
。
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
の
研
究
家
が
し
ば
く
行
う
彼
の
生
活
と
文
学
内
容
と
の
対
位
比
較
は
こ
う

　
し
か
も
、
作
者
自
身
に
よ
る
こ
れ
ら
の
呼
称
法
は
読
者
に
対
す
る
ジ
ャ
ン
ル
　
　
　
い
う
意
味
で
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
は
ジ
ッ
ド
の
交
学
作
品
を
考
え
る
上
に
最
も

の
明
示
と
い
つ
よ
り
も
、
む
し
ろ
作
者
自
身
が
親
定
し
た
自
己
の
峯
内
容
の
　
重
要
な
観
点
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
文
学
作
品
は
、
彼
の
生
活
理
念
の
最
も
切

範
疇
表
示
と
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
実
な
表
明
で
あ
り
、
或
い
は
更
に
・
彼
の
生
活
理
念
の
実
験
の
場
で
あ
る
・
と

　
ジ
ッ
ド
は
実
に
多
様
な
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
可
能
性
を
追
究
し
た
作
家
で
あ
る
　
　
　
も
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

が
、
彼
が
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
申
で
更
に
そ
の
傾
向
を
区
別
し
た
こ
と
は
　
　
　
’
そ
れ
で
は
、
彼
の
作
品
に
見
ち
れ
る
二
つ
の
方
向
は
・
彼
の
思
想
面
に
移
し

興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
．
こ
・
で
問
題
と
す
る
の
は
彼
の
小
説
に
つ
い
て
で
あ
　
換
・
発
場
合
・
ど
う
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
・
そ
れ
が
わ
れ
ー

る
が
、
わ
れ
く
は
そ
こ
に
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
方
向
を
見
出
す
こ
と
が
出
　
　
　
の
次
の
問
題
に
な
る
。



レ
シ
が
正
統
な
意
味
で
の
生
活
の
蕎
で
あ
り
、
塗
テ
・
が
そ
の
批
判
で
あ
　
暑
冤
・
什
2
誉
蚕
鋤
胃
爵
器
・
（
叡
゜
ラ

蕪
勢
、
零
鑓
腰
・
ッ
襲
鑓
蝶
壽
難
①
瓜
δ
．
．
．
．
．
　
　
醜

の
結
末
と
し
て
ロ
マ
リ
’
暮
か
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
ロ
マ
ン
の
破
綻
（
乃
　
壽
［
・
°
・
。
・
・
①
・
α
・
蒙
§
　
　
，
奪
（
①
量

至
は
成
功
i
こ
・
で
は
そ
の
判
断
を
さ
し
控
．
兄
て
）
が
、
ジ
・
ド
の
文
学
的
　
薯
ド
9
…
団
曇
邑
・
翼
゜
邑
゜
　
、
　
魯
δ
、

発
展
を
考
．
そ
行
く
上
三
つ
の
莚
に
な
る
で
あ
ろ
・
つ
。
　
　
　
　
褻
H
・
・
穿
ー
§
・
喜
ω
．
　
、
（
8
ー
）

鞍
下
に
述
冷
こ
と
は
、
ジ
。
ド
の
作
口
叩
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
系
　
§
卜
、
閃
・
量
・
・
窪
器
　
　
　
（
（
歪
け
）
）

　
カ
あ
る
と
ち
こ
と
、
そ
し
て
、
作
ロ
麗
お
け
る
こ
の
二
つ
の
系
列
が
彼
の
　
，
　
閑
。
σ
旦
　
　
　
、
　
　
（
（
H
婁
）
）

交
学
理
念
－
思
想
と
言
っ
て
も
良
い
ー
と
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
、
更
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
．

に
、
思
想
上
で
の
こ
の
二
つ
の
要
素
の
同
時
的
存
在
、
言
い
換
え
れ
ば
構
造
の

二
重
性
が
、
ジ
ッ
ト
の
交
学
の
根
幹
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
以
上
の
こ
と
が
5
　
　
　
　
　
　
二
、
．
ソ
　
　
テ
　
　
イ

に
つ
い
て
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
，
　
　
一

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ッ
ド
は
、
日
記
（
這
ゆ
P
外
誌
）
及
び
J
・
コ
ポ
」
に
与
え
た
勺
9
。
ピ
飢
o
σ
　
雛

こ
、
で
便
宣
上
、
冨
燈
年
ら
か
§
年
ま
で
の
ジ
。
湯
作
・
叩
を
年
代
順
に
　
の
献
辞
の
中
電
き
野
を
ソ
テ
・
と
称
し
・
そ
れ
高
種
の
作
戴
ド
①

“
（蝸

v
な
も
の
だ
け
）
掲
げ
て
置
こ
・
つ
。
尚
、
（
）
の
申
は
、
ジ
。
ド
自
身
ぎ
暴
ま
ρ
塁
9
・
冨
ま
及
び
密
ω
§
ω
号
畏
゜
き
を
指
琶

が
作
．
叩
に
与
．
委
名
称
で
あ
り
、
（
（
）
）
は
箸
の
判
断
で
分
類
し
た
も
の
で
夢
・
て
い
る
・
こ
の
ソ
テ
・
と
い
う
名
称
は
・
彼
が
［
島
①
§
乙
⑦
蚕
§
『

る
。
・
　
　
　
　
　
・
　
　
，
　
曜
　
屋
督
以
下
の
驚
に
与
え
た
名
称
レ
シ
と
対
象
的
な
内
容
を
持
つ
も
の
」

お
ゆ
H
。
。
げ
｝
①
冠
血
．
渉
ロ
山
月
仏
㎏
－
。
一
酔
①
H
　
　
　
（
（
『
α
9
紳
）
）
　
で
あ
る
．
し
か
し
、
彼
は
そ
れ
ら
の
名
楚
関
し
て
・
そ
れ
ら
の
名
称
賦
与
の

　
　
　
　
日
目
鋤
、
奎
¢
Z
①
．
。
．
の
ω
㊦
　
　
　
　
（
（
．
＆
①
つ
）
）
－
　
理
農
い
は
作
品
内
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説
明
は
殆
ど
し
て
い
な
い
・
従
つ

§
【
⑦
＜
。
《
諾
①
α
、
q
周
一
①
⇔
　
　
　
（
（
a
o
博
9
）
）
　
・
て
、
わ
れ
ー
は
名
称
と
作
品
の
関
連
性
を
・
そ
の
作
品
の
内
菱
は
傾
向
か

§
［
⇔
日
⑦
暴
け
一
く
①
①
旨
。
＝
『
。
口
の
①
　
　
．
（
（
・
・
＆
①
）
）
一
一
、
ら
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
・
　
　
，

壽
勺
鋤
同
＝
似
㊦
①
　
　
　
　
’
　
（
・
・
＆
。
）
　
　
ソ
テ
・
と
い
う
の
は
、
文
学
史
的
に
は
・
中
世
末
暫
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都

　
鳳
゜
。
ミ
ト
⑦
ω
Z
。
賃
h
『
綜
自
h
①
“
D
仲
。
『
触
①
鶉
膚
①
ω
　
　
　
　
　
（
（
嵐
6
搾
。
9
）
）
－
　
　
　
　
市
で
行
わ
れ
た
演
劇
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
の
名
称
で
あ
る
。
そ
れ
、
催
、
ヨ
誘
＄
6
ゆ

§
［
⑦
℃
嬬
。
皇
↓
ぴ
瓜
。
旨
鋤
一
①
旨
。
ゴ
9
↓
づ
仏
　
．
（
・
，
。
餓
①
4
　
、
旨
量
ま
な
ど
と
羅
に
、
宗
謡
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
詫
が
・
後

壽
い
、
H
ヨ
B
。
円
餌
コ
ω
醇
①
　
゜
　
　
港
ー
4
（
（
a
。
詫
）
）
　
に
宗
教
関
係
か
ら
離
れ
、
一
盤
鶉
を
そ
の
内
容
と
し
莫
衆
劇
に
な
っ
た



も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
｛
霞
゜
ω
と
同
様
に
・
一
種
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
・
．
！
　
時
に
は
、
新
ら
し
い
土
地
へ
向
っ
て
行
く
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
く
そ
れ
V

当
、
時
の
封
建
制
末
期
の
社
会
の
腐
敗
、
矛
盾
を
痛
烈
に
批
判
し
た
茶
番
劇
の
一
　
i
　
の
方
へ
、
そ
の
黄
金
羊
毛
の
方
へ
と
、
私
は
勢
い
こ
ん
で
い
た
」
　
（
H
び
達
）

種
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
，
彼
の
「
黄
金
羊
毛
」
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
族
行
は
失
敗
に
終

　
し
か
し
、
ジ
ッ
ド
が
勺
9
。
冨
負
①
ω
に
与
え
た
ソ
テ
ィ
と
い
う
名
称
を
、
中
世
　
　
る
。
℃
巴
＆
o
の
の
主
人
公
は
「
卑
け
9
旨
H
卑
o
ヨ
び
塑
含
昌
曾
く
o
窪
（
元
の
、

の
そ
れ
と
頂
接
関
係
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
彼
が
、
中
世
の
茶
番
劇
の
ジ
　
　
木
阿
弥
だ
1
小
林
秀
雄
訳
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
　
　
、

ヤ
ン
ル
か
ら
何
ら
か
の
示
唆
を
得
た
と
し
て
も
ー
彼
は
こ
の
、
点
に
つ
い
て
は
　
・
　
の
問
題
解
決
へ
の
深
刻
な
試
み
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
は
失
敗
に
終
る
の
で
あ
る

何
も
述
べ
て
い
な
い
t
形
式
、
内
容
と
も
に
比
較
対
照
し
う
る
も
の
を
持
っ
　
　
が
、
こ
の
失
敗
の
悲
性
劇
が
逆
に
喜
劇
と
し
て
彼
に
は
受
け
取
ら
れ
た
。
そ
の

て
い
な
い
。
し
か
し
、
唯
一
つ
ソ
テ
ィ
と
い
う
名
称
に
お
い
て
共
通
す
る
の
　
　
価
値
の
転
換
は
ジ
ッ
ド
個
有
の
も
の
で
あ
り
、
彼
が
旅
行
申
に
医
師
か
ら
殆
ど

は
、
謁
刺
及
び
批
判
の
精
神
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
を
宣
告
せ
ら
れ
た
時
に
も
そ
れ
を
ま
る
で
「
自
分
に
か
＼
わ
り
の
な
い
よ
う

　
申
世
の
茶
番
劇
ソ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
役
者
は
自
か
ら
を
ω
9
と
称
し
つ
　
　
な
」
こ
と
と
し
て
し
か
意
識
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ジ
ッ
ド
の

つ
、
同
時
に
外
部
社
会
を
も
調
刺
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
お
い
て
ジ
　
　
自
我
の
意
識
上
の
分
裂
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
創
作
上
、
二
り
の
立
場
と
な
る
の

ッ
ド
の
ソ
テ
ィ
形
式
の
作
品
、
特
に
℃
巴
＆
o
ω
は
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
　
　
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
℃
鎗
巳
⑦
ω
は
一
゜
。
獣
年
・
ジ
ッ
ド
が
第
一
回
の
ア
フ
リ
ヵ
旅
行
か
ら
帰
国
し
　
　
　
℃
巴
巳
①
ω
は
沈
滞
し
き
っ
た
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
市
民
社
会
の
謁
刺
画
で
　
8
5
、

た
時
に
、
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
は
三
度
ア
フ
リ
カ
旅
行
を
行
っ
た
　
　
　
あ
る
が
、
ジ
ッ
ド
は
彼
自
身
の
像
を
も
そ
の
楓
刺
画
の
一
点
景
と
し
て
描
い
て
　
　
　
・

が
、
そ
の
振
行
は
全
て
、
彼
の
青
春
期
に
お
け
る
生
活
の
行
き
づ
ま
り
に
対
す
　
　
　
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
者
の
批
判
精
神
か
ら
来
る
と
同
時
に
、
彼
の
内
部
　
　
へ

る
打
開
策
で
あ
っ
た
。
彼
の
青
春
期
の
問
題
は
、
彼
が
「
キ
リ
λ
ト
の
モ
ラ
ル
　
　
茅
盾
の
一
つ
．
の
表
わ
れ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ヅ
ッ
ド
の
庸
春
時

だ
と
し
て
教
え
ら
れ
た
一
種
の
ピ
ュ
リ
タ
ニ
ス
ム
を
受
け
入
れ
て
」
、
「
そ
れ
　
　
代
に
お
け
る
自
我
の
分
離
は
「
自
分
を
見
つ
め
る
自
分
の
中
の
自
分
」
　
（
H
餌

に
従
っ
て
生
き
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
」
与
え
ら
れ
た
「
自
分
の
全
存
在
の
深
　
　
　
日
巴
β
。
詳
瓜
含
Z
舞
9
ω
の
①
“
0
2
ぐ
h
①
6
0
ヨ
℃
一
鰹
o
’
↓
o
ヨ
剛
゜
℃
巴
あ
）
と
い
う

い
混
乱
」
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
ω
二
⑦
α
q
H
巴
昌
ロ
①
ヨ
①
霞
魯
」
一
」
）
。
　
　
風
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
～
で
、
現
実
社
会
の
申
に
存
在
す
る
，

こ
の
問
題
は
後
ま
で
続
く
の
で
あ
る
が
、
彼
の
解
決
の
方
向
は
自
己
の
モ
ラ
ル
　
　
外
的
自
己
を
仮
象
と
見
、
む
し
ろ
そ
れ
を
凝
視
す
る
内
的
或
い
は
多
分
に
観
念

と
社
会
規
範
と
の
間
の
矛
盾
を
解
消
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
「
最
後
に
私
は
こ
　
　
　
附
な
自
己
を
本
質
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
㌦
で
、
彼
の
申
に
お
か
て
、
現
実
と

の
不
一
致
な
二
元
主
義
が
、
一
つ
の
調
和
に
落
ち
付
き
は
し
な
い
か
と
考
え
る
　
　
　
観
念
の
果
て
し
の
な
い
空
転
が
生
ず
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
ジ
ッ
ド
が

よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
突
然
、
こ
の
調
和
こ
そ
、
私
の
最
も
重
大
な
目
的
で
　
　
逃
れ
よ
う
と
し
て
遂
に
逃
れ
得
な
か
っ
た
根
本
的
性
質
で
あ
る
。
　
　
　
、
　
　
．
、

あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
追
究
す
る
こ
と
が
、
私
の
一
生
の
明
瞭
な
目
的
だ
と
思
わ
　
　
　
ソ
テ
ィ
形
式
は
、
勺
巴
＆
①
ω
の
他
に
零
o
日
陣
ま
⑦
、
及
び
い
①
ω
O
碧
①
。
。
　
．
　
，

，
れ
て
来
た
、
一
八
九
三
年
の
十
月
、
私
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ァ
へ
向
け
て
出
発
し
た
冒
　
曾
く
鋤
窪
8
ロ
が
あ
る
と
先
に
言
つ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
謁
刺
、
批
判
を



基
調
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
、
二
つ
の
方
向
の
対
立
、
即
ち
、
　
、
説
の
中
で
実
験
を
行
お
う
と
し
た
の
で
も
あ
る
。

現
実
の
中
に
あ
っ
て
仮
象
と
み
ら
れ
る
自
己
と
、
観
念
的
で
あ
る
が
本
質
と
規
　
　
　
℃
巴
＆
o
。
。
以
前
の
こ
の
形
式
の
作
品
に
は
、
［
9
日
o
づ
冨
諏
ぐ
o
①
B
8
旨
島
o

定
さ
れ
た
自
己
と
の
相
剋
、
或
い
は
、
現
実
と
、
現
実
に
よ
っ
て
疎
．
外
さ
れ
た
自
　
　
　
と
、
少
し
形
式
は
異
る
が
、
日
B
｝
ま
臼
乞
漢
。
6
①
①
を
入
れ
る
こ
と
が
出
来

己
の
復
権
闘
争
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
誠
刺
と
し
て
　
　
　
る
。
弓
冠
ま
曾
Z
醇
9
ω
ω
Φ
は
、
マ
ラ
ル
メ
の
「
古
代
の
神
々
」
か
ら
影
響

イ
ロ
ニ
ッ
ク
に
描
か
れ
、
或
る
場
合
に
は
、
高
踏
的
な
立
場
か
ら
作
者
に
よ
っ
　
　
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
（
匂
゜
d
⑦
冨
矯
“
H
p
審
§
①
ω
の
①
山
．
湊
P
臼
儀
O
筏
ρ

て
な
さ
れ
る
批
判
は
ア
レ
ゴ
ー
ー
’
ッ
ク
で
あ
る
と
同
時
に
観
念
的
で
も
あ
る
。
　
　
　
日
o
ヨ
冒
゜
。
戸
2
舜
。
ま
δ
。
D
o
）
が
、
現
実
と
そ
れ
を
見
る
自
己
と
い
．
ρ
ジ
ッ
ド

　
プ
ロ
メ
テ
は
、
「
思
想
」
の
重
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
山
か
ら
街
へ
降
り
、
　
　
の
自
我
の
分
裂
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
。
ぴ
餌
日
①
葺
馨
貯
⑦
は
、
主
人
公

現
実
の
中
に
戻
る
生
活
方
式
の
ア
レ
ゴ
リ
；
で
あ
り
、
轡
①
。
・
∩
讐
①
の
含
く
簿
窄
　
　
　
リ
ユ
ッ
ク
に
愛
の
可
能
性
を
追
及
さ
せ
る
謂
は
ば
実
験
的
小
説
で
あ
る
が
（
そ
覧

盆
コ
の
ラ
フ
カ
ヂ
オ
は
・
街
の
中
で
再
び
そ
の
「
思
想
」
を
取
り
戻
し
、
現
実
　
　
　
れ
は
・
副
題
に
↓
錘
ま
臼
話
ご
ま
ω
罵
と
示
さ
れ
て
あ
り
、
最
初
か
弘
謁

と
闘
う
ジ
ッ
ド
の
像
で
あ
る
と
言
え
る
・
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝
　
刺
的
、
否
定
的
姿
勢
で
書
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
、
四
季
の
変
化
の
も
と
に

　
∩
碧
①
ω
は
℃
巴
＆
⑦
ω
か
ら
十
年
後
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
℃
帥
ぎ
留
の
　
　
愛
の
享
楽
を
な
そ
う
と
す
る
が
、
冬
枯
れ
の
季
節
と
と
も
に
彼
の
愛
も
終
り
を

に
見
ら
れ
た
よ
う
な
否
定
的
、
調
刺
的
基
調
は
弱
く
な
り
、
－
む
し
ろ
肯
定
的
、
　
　
　
告
げ
る
。
こ
れ
は
現
実
的
恋
愛
の
可
能
性
を
否
定
す
る
象
徴
的
な
表
現
で
あ
る

実
験
的
傾
向
を
帯
び
て
い
る
。
ラ
フ
カ
ヂ
オ
の
像
は
、
　
℃
巴
＆
o
ψ
の
主
人
公
・
　
が
、
そ
れ
も
、
矢
張
り
ア
レ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
現
実
調
刺
に
終
っ
て
い
る
。
’
　
　
　
8
6

の
よ
う
に
仮
象
と
し
て
見
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
可
成
り
の
転
位
を
経
て
、
む
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
“
！

ろ
作
者
の
弁
解
と
支
持
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ア
レ
ゴ
　
　
　
　
　
　
三
、
　
レ
　
　
シ

リ
！
で
あ
り
、
従
っ
て
ラ
フ
カ
ヂ
オ
に
負
わ
さ
れ
た
行
動
方
式
－
無
償
の
行

為
1
も
ま
た
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
調
刺
の
安
全
弁
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
ウ
テ
ィ
形
式
の
作
品
が
誠
刺
、
批
判
を
基
調
と
し
て
い
ゐ
の
に
対
し
て
、
レ

無
償
の
行
為
と
い
う
ジ
ッ
ド
個
有
の
行
動
方
式
は
、
彼
が
小
説
の
中
で
行
っ
た
’
　
シ
形
式
の
作
品
は
、
深
刻
で
且
肯
定
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

一
つ
の
実
験
で
あ
り
、
そ
れ
は
℃
巴
＆
①
。
。
の
主
人
公
の
行
動
の
無
能
力
性
と
　
　
可
成
り
直
裁
に
ジ
ッ
ド
の
生
活
理
念
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
ソ
テ
ィ
が
、
皮
肉

同
様
に
、
現
実
的
意
味
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
”
な
笑
い
で
自
分
を
も
含
め
た
現
実
社
会
を
椰
楡
す
る
の
に
対
し
て
、
レ
シ
は
現

　
こ
の
行
動
の
非
現
実
性
は
、
H
回
①
一
曙
や
閑
゜
H
p
。
轟
夫
人
も
指
摘
し
て
　
　
実
と
の
何
ら
か
の
溶
和
を
求
め
る
或
る
意
味
で
悲
痛
な
調
子
を
持
つ
て
い
る
。

い
る
よ
う
に
、
ジ
ッ
ド
が
青
年
期
に
非
常
な
影
響
を
蒙
つ
た
ド
イ
ッ
観
念
論
哲
　
　
　
　
レ
シ
形
式
に
は
、
轡
①
殉
糞
9
旨
α
①
一
、
①
冨
審
旨
蜜
＆
黄
⊆
①
の
他
に
、
臼
、

学
の
読
書
の
所
産
で
あ
る
が
、
彼
が
抜
け
出
そ
う
と
絶
え
ず
努
力
し
て
い
た
の
　
　
贈
6
冨
①
蝉
8
箒
、
H
鶏
げ
①
一
冨
矯
［
鋤
ω
団
日
9
0
三
①
o
倉
。
の
8
『
巴
①
や
が
あ
る
。
こ
れ
ら
’

も
こ
の
文
学
的
風
土
か
ら
な
の
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
が
ソ
テ
イ
形
式
の
小
説
で
誠
　
　
　
の
作
品
は
、
ジ
ッ
ド
自
身
に
よ
っ
て
レ
シ
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
中
・

刺
・
批
判
し
た
の
は
こ
の
非
現
実
性
を
持
つ
た
自
己
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
小
　
　
　
に
は
、
H
鴇
げ
①
＝
⑦
－
の
よ
う
に
、
ソ
テ
牙
に
近
い
作
品
も
あ
か
．
一
概
に
論
ゆ



る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
シ
形
式
の
小
説
が
ド
o
　
　
　
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
教
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
を
否

閑
①
8
蒋
瓜
①
一
、
①
づ
富
耳
胃
＆
一
陰
o
や
［
9
。
勺
o
時
o
黛
8
答
o
で
代
表
さ
れ
　
　
　
定
し
な
が
ら
尚
且
、
神
の
前
に
身
を
投
じ
よ
う
と
し
た
立
場
に
類
似
し
て
い
る
。

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
物
語
の
中
に
作
者
の
思
想
を
直
接
的
に
或
る
場
合
に
は
告
　
・
　
「
諸
君
は
、
如
何
な
る
神
の
名
に
お
い
て
叉
如
何
な
る
理
想
の
名
に
お
い
て
、

白
的
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
が
自
分
の
天
性
に
従
っ
て
生
活
す
る
こ
と
を
禁
じ
よ
う
と
す
る
の
か
」
ジ
ッ
．

　
ジ
ッ
ド
は
青
年
時
代
か
ら
、
自
我
の
分
裂
に
苦
し
み
、
一
方
で
は
現
実
の
申
・
　
ド
は
ω
＝
Φ
堕
p
。
ヨ
昌
①
ヨ
Φ
β
誹
の
申
で
言
っ
ズ
い
る
。
又
彼
は
そ
の
後
に
続

に
お
け
る
自
己
及
び
そ
れ
を
取
り
捲
く
近
代
社
会
モ
ラ
ル
に
よ
っ
て
、
他
方
　
　
　
　
け
て
「
今
日
ま
で
、
私
は
キ
リ
ス
ト
の
モ
ラ
ル
を
受
け
入
れ
て
来
た
。
否
、
少

は
・
自
己
の
特
異
な
生
活
理
念
の
押
え
難
い
力
に
よ
っ
て
苛
ま
れ
て
い
た
。
し
　
‘
く
と
も
、
私
は
キ
リ
ス
ト
の
モ
ラ
ル
だ
と
し
て
教
え
ら
れ
た
一
種
の
ピ
ュ
リ
タ

か
し
、
こ
の
自
我
の
分
裂
の
根
源
的
理
由
は
、
一
つ
に
は
ジ
ッ
ド
の
一
種
の
　
　
　
ニ
ス
ム
を
受
け
入
れ
て
来
た
。
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
よ
う
と
努
力
し
た
結
果
、

「
病
理
学
的
特
異
性
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も
キ
リ
ス
　
　
私
が
与
え
ら
れ
た
も
の
は
、
自
分
の
全
存
在
の
深
い
混
乱
以
外
の
何
も
の
で
も

ト
教
的
モ
ラ
ル
と
の
確
執
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ッ
．
ド
の
研
究
家
、
特
　
　
な
か
っ
た
」
と
言
う
。
こ
の
混
乱
、
及
び
矛
盾
の
解
消
が
、
ジ
ッ
ド
の
問
題
の

に
P
°
カ
ン
や
A
・
ル
ッ
ソ
ー
な
ど
が
こ
の
問
題
を
強
調
す
る
の
は
当
を
得
て
　
　
　
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
彼
の
レ
シ
形
式
を
通
し
た
中
心
テ
！
マ
に
な
る
の
で

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
ジ
ッ
ド
が
受
け
た
ピ
ュ
リ
タ
ニ
ス
ム
の
教
育
は
・
想
像
以
上
に
大
き
な
影
響
　
　
　
　
ジ
ッ
ド
の
レ
シ
形
式
の
小
説
は
系
統
づ
け
て
考
え
る
の
に
困
難
で
あ
る
。
そ
　
解

を
彼
に
与
え
て
い
る
。
又
彼
が
少
年
時
代
に
進
ん
で
聖
書
を
愛
読
し
て
い
牝
こ
　
　
れ
は
彼
が
小
説
を
書
く
上
で
の
技
法
的
観
点
以
外
に
、
彼
の
立
場
そ
の
も
の
も

と
は
・
彼
が
ア
ン
リ
四
世
中
学
の
頃
、
学
校
の
往
復
に
聖
書
を
読
ん
だ
、
と
い
　
　
大
き
く
揺
れ
動
く
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
時
に
は
教
会
の
モ
ラ
ル
に
近
付
き
時
に

う
彼
自
身
の
述
懐
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
自
身
は
厳
密
に
言
え
　
　
　
は
そ
れ
を
拒
否
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ジ
ッ
ド
が
感
じ
て
い
た
教
会
の
力
の
強
，

ば
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ッ
ド
は
、
聖
書
の
モ
ラ
ル
と
何
の
中
　
　
　
さ
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

介
も
な
し
に
直
接
対
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
A
・
ル
ッ
ソ
ー
は
　
　
　
ド
①
男
0
8
焉
創
①
一
、
Φ
づ
富
暮
℃
δ
旺
α
q
｛
①
は
、
自
我
の
道
を
捨
て
て
、
キ
リ

「
ジ
ッ
ド
が
試
み
よ
う
と
す
る
の
は
カ
ト
リ
シ
ス
ム
と
プ
切
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
　
　
　
ス
ト
教
の
モ
ラ
ル
に
帰
つ
て
来
る
人
物
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
作

ム
に
共
通
す
る
キ
リ
ス
ト
教
な
の
だ
」
　
（
》
’
国
8
弱
・
弓
①
碧
”
》
旨
①
葺
く
δ
o
量
　
　
者
は
、
帰
宅
し
た
主
人
公
が
尚
そ
の
弟
の
出
奔
を
助
け
る
と
L
い
う
行
為
を
す
る

㈹
①
碧
図
×
①
ω
一
Φ
食
o
“
勺
」
°
。
°
。
）
と
言
弘
の
で
あ
る
が
・
む
し
ろ
そ
れ
は
、
教
会
　
　
　
こ
と
に
よ
つ
て
・
自
我
の
道
の
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
、
事

と
は
絶
縁
し
た
キ
リ
ス
ト
教
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ジ
ッ
ド
が
「
プ
ロ
テ
ス
　
　
実
上
［
、
剛
ヨ
旨
9
巴
一
ω
8
の
続
篇
で
あ
り
、
そ
の
題
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ

タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
本
質
を
押
し
進
め
て
行
く
と
、
必
然
的
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
　
　
は
、
背
徳
か
ら
の
蕩
児
の
帰
宅
へ
の
経
緯
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
小
説

イ
ス
ム
の
枠
か
ら
出
て
し
ま
う
」
（
窓
禽
p
。
冨
。
冥
α
郎
。
暮
ρ
6
①
鷺
窃
8
ヨ
ー
　
　
の
間
に
は
約
五
年
の
空
白
が
あ
り
、
こ
の
間
に
ジ
ッ
ド
の
思
想
方
向
が
大
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

艮
黛
①
月
o
ヨ
繭
゜
男
餐
O
j
＆
一
）
と
言
つ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
　
　
　
変
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
［
o
国
9
9
≒
以
後
の
レ
シ
形
式
の
作
品
は
、



そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
激
し
さ
と
不
安
定
さ
が
な
く
な
り
、
，
そ
れ
だ
け
に
思
想
的
　
　
鮎
、
q
ユ
o
昌
も
こ
の
系
列
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
し
・
又
・
非
常
に
風
変
わ
り
な
年

に
は
霧
に
な
っ
て
来
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
、
　
品
で
は
あ
る
が
・
Z
§
ぎ
・
婁
①
目
壇
警
①
の
も
こ
の
窪
入
る
で
あ
ろ
う
・

　
　
ド
、
H
ヨ
日
。
門
僧
一
貯
け
。
は
ロ
マ
レ
の
名
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
レ
　
　
　
ジ
ッ
ド
の
レ
シ
形
式
の
作
品
は
、
第
一
時
大
戦
以
後
か
ら
次
第
に
様
相
を
変

　
シ
の
系
列
に
属
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
小
説
は
、
ジ
ッ
ド
の
ア
フ
リ
ヵ
旅
行
　
　
　
え
て
来
、
富
ω
矯
巳
9
0
巳
①
彊
ω
8
H
巴
①
や
・
い
・
両
0
9
①
鮎
o
u
p
甘
ヨ
ヨ
o
q
。
以

か
ら
題
材
を
得
て
書
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
彼
は
、
文
明
を
離
れ
た
砂
　
　
　
下
の
三
部
作
に
な
る
と
・
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
傾
向
と
は
異
っ
た
内
容
を
持
つ

漠
の
自
然
の
中
で
、
彼
が
2
フ
ン
ス
で
な
し
得
な
か
っ
た
自
我
の
モ
ラ
ル
の
　
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
・
観
念
的
な
自
我
の
追
究
が
現
実
問
題
・
或
じ
は
・
社

確
立
を
計
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
小
説
は
、
作
者
自
身
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
　
　
、
会
問
題
の
方
へ
と
転
換
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
「
芸
術
作
品
に
は
問
題
は
な
い

　
（
。
隔
゜
匂
8
醤
餌
ご
這
誌
噛
Q
。
添
）
二
！
チ
ェ
の
思
想
の
影
響
を
直
接
受
け
た
作
品
　
　
　
の
だ
」
と
簡
単
に
言
い
切
れ
な
い
情
勢
が
時
代
の
変
化
と
と
も
に
ジ
ッ
ド
に
迫

で
あ
る
。
ジ
。
ド
は
そ
れ
ま
で
［
①
・
乞
8
艮
暮
・
響
。
弩
…
に
お
い
て
　
つ
て
来
る
か
ら
で
あ
ろ
う
つ
　
　
　
・
　
　
　
＝

　
可
成
り
大
胆
な
自
我
の
モ
ラ
ル
の
追
究
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
・
こ
の
作
品
で

　
は
初
め
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
の
思
想
に
力
を
借
り
て
、
彼
の
思
想
を
可
成
り
　
　
　
　
，
　
四
、
二
、
三
の
関
係

　
実
体
を
持
っ
た
内
容
で
表
出
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

，
し
か
し
、
彼
は
こ
の
小
説
の
序
で
「
私
は
こ
の
書
物
に
お
い
て
主
入
公
の
　
　
　
以
上
に
述
べ
た
こ
と
は
、
ヅ
艶
ド
の
文
学
作
品
が
・
ほ
ダ
ニ
つ
の
系
列
に
　
3
＄

非
難
も
又
弁
護
も
し
な
い
。
私
は
判
断
を
差
し
控
え
る
」
と
言
い
、
「
芸
術
　
　
属
す
と
い
う
こ
と
、
及
び
・
そ
の
系
列
が
思
想
面
で
の
二
つ
の
流
れ
に
対
応
し
，

作
．
麗
は
蟹
と
い
．
つ
も
の
は
な
い
の
だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
　
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
・
こ
の
二
つ
の
系
列
は
・
作
品
面
で
は
・
ソ
テ

．
叩
の
提
出
の
し
方
は
、
作
家
と
し
て
当
然
で
あ
う
つ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
　
イ
と
レ
シ
に
唇
た
・
そ
れ
は
内
容
的
に
は
誠
刺
と
此
昌
・
客
観
と
主
観
・

の
小
説
の
内
容
が
一
般
性
を
持
た
な
い
こ
と
は
ジ
。
ド
も
、
心
得
て
い
た
で
あ
ろ
　
或
い
は
高
踏
的
姿
勢
と
深
刻
な
態
度
・
と
言
っ
た
対
立
諸
要
素
を
持
つ
て
い

．
う
。
同
じ
序
で
彼
は
「
こ
の
問
題
は
作
。
叩
以
前
に
も
例
が
あ
る
の
だ
」
と
言
？
　
た
。
ジ
・
ド
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
対
立
要
素
が
常
に
内
包
さ
れ
て
い
た
と
い

　
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
普
遍
性
を
持
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
　
　
う
こ
と
は
、
彼
の
文
単
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

る
。
事
実
、
卜
、
H
§
臼
m
＝
・
ロ
帥
①
繁
・
。
8
・
叶
。
黛
．
。
算
。
高
様
、
発
奏
　
こ
れ
ら
の
対
立
諸
要
素
は
、
処
女
作
6
・
三
・
藁
窪
徹
蚕
罵
の
中
に

二
つ
の
教
会
の
激
し
い
攻
馨
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
　
，
既
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
・
以
後
の
作
品
は
・
そ
の
誕
形
式
と
も
見

　
　
〒
チ
．
の
影
響
姦
く
受
け
た
［
、
ぢ
§
Q
．
帥
房
け
。
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
　
ら
れ
る
の
で
虐
。
し
か
し
、
冒
頭
に
掲
げ
た
ジ
・
ド
の
作
品
目
磐
見
て
も

　
ジ
ッ
ド
の
自
我
の
追
究
の
激
し
さ
は
影
を
ひ
そ
め
る
が
、
そ
の
後
も
レ
シ
形
式
　
　
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
の
創
作
期
間
の
中
、
最
初
の
十
年
は
ソ
テ
ィ
形
式
が
圧
倒

の
作
口
醐
は
、
し
か
し
、
ド
、
困
ー
。
鴇
9
＝
、
梓
①
が
初
め
て
で
は
な
い
。
技
法
上
の
、
雨
に
多
く
・
［
、
困
B
遷
巴
幕
勧
は
・
レ
シ
形
式
が
多
く
な
る
・
こ
れ

安
定
禁
ら
言
．
姦
、
処
女
作
の
6
畳
。
・
血
、
》
昌
象
≦
餌
蚕
や
、
ぎ
醤
ほ
、
5
に
は
ジ
・
ド
自
身
の
峯
方
法
の
誕
と
も
老
戸
を
れ
る
が
・
そ
の



他
に
、
彼
が
受
け
た
思
想
的
影
響
を
見
逃
が
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
　
　
　
、
　
　
　
℃
°
巳
U
）
’
と
言
つ
て
を
り
、
反
、
ラ
ン
グ
夫
人
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ノ
ヴ
ア
ノ

　
思
想
的
影
響
は
、
一
つ
は
ド
イ
ツ
観
念
論
哲
学
の
影
響
で
あ
り
、
他
は
、
二
　
　
t
リ
ス
の
「
ザ
イ
ス
の
弟
子
」
の
文
体
の
一
部
が
、
ジ
ッ
ド
の
く
o
巻
α
Q
①
伽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
や

ー
チ
ェ
を
始
め
と
す
る
実
存
的
生
の
哲
学
で
あ
る
。
後
者
は
、
先
に
も
少
し
触
　
　
　
q
ほ
8
の
文
体
の
申
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
も

れ
た
様
に
［
、
H
旨
旨
o
嬬
巴
一
・
・
審
に
お
い
て
初
め
て
強
く
表
わ
れ
て
く
る
が
、
ジ
　
　
う
一
つ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
派
の
人
々
に
よ
つ
て
間
接
的
に
影
響
さ
れ
た
こ

ヅ
ド
の
初
期
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
前
者
で
あ
る
。
J
・
ド
レ
　
．
と
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
は
若
い
頃
、
P
・
ル
イ
ス
と
共
に
マ
ラ
ル
メ
の
サ
白
ン
に

，
と
L
・
ラ
ン
グ
夫
人
が
こ
の
方
面
に
関
し
て
詳
し
い
研
究
を
し
て
い
る
が
一
そ
　
　
　
通
っ
た
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴
派
の
泣
学

れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の
点
に
少
し
触
れ
て
み
た
い
。
　
　
　
，
　
　
　
　
理
念
は
、
」
・
ド
レ
に
よ
れ
ば
、
ド
ィ
ッ
の
ロ
マ
ン
派
の
そ
れ
か
ら
影
響
を
受

　
ジ
ッ
ド
は
自
己
の
創
作
手
法
に
つ
い
て
、
例
の
有
名
な
「
私
が
O
帥
ぼ
碧
や
　
　
け
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
、
ド
イ
ッ
・
ロ
マ
ン
主
義
そ
の
も
の
は
、
観

2
醇
9
ω
の
⑦
や
日
①
韓
鉾
貯
①
の
中
で
巽
ん
だ
こ
と
を
、
よ
り
よ
く
説
明
し
て
く
　
　
念
論
哲
単
の
交
受
上
の
表
明
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

れ
る
で
あ
ろ
う
も
の
は
、
一
つ
の
紋
章
の
中
に
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
紋
章
を
　
　
　
ジ
ッ
ド
が
脱
出
し
よ
う
と
企
て
た
の
は
、
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
交
学
的
風

《
中
心
紋
》
と
し
て
お
く
、
あ
の
紋
章
の
方
法
」
　
（
〕
o
口
旨
鉱
し
。
。
墨
）
と
い
う
　
　
　
土
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
批
判
の
書
と
し
て
ソ
テ
ィ
　
℃
巴
口
α
①
ω
を
書
い
た
の
で

事
を
述
べ
で
い
る
が
、
そ
れ
は
手
法
上
の
聞
題
だ
け
で
な
く
、
彼
の
自
我
の
分
　
　
　
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
作
晶
そ
の
も
の
が
既
に
非
現
実
的
な
創
作
態
度
で
書

析
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
の
自
我
の
構
造
は
、
「
二
枚
の
鏡
　
　
　
か
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
結
局
彼
の
試
み
は
失
敗
に
終
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
　
8
9

の
間
に
立
っ
た
時
に
無
限
に
拡
が
っ
て
行
く
自
己
の
像
」
　
（
℃
°
O
巳
艮
’
》
亨
　
　
　
た
。
彼
が
、
そ
う
い
っ
た
十
九
世
紀
の
観
念
論
的
風
土
か
ら
脱
出
す
る
手
が
か

臼
瓜
O
置
①
）
の
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
自
我
の
分
裂
の
形
式
が
℃
巴
岱
山
①
q
障
に
お
　
　
　
り
を
得
た
の
は
、
　
［
①
。
・
2
9
葭
葺
員
㊦
ω
冨
護
舘
葺
o
の
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

い
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
仮
象
と
し
て
の
自
己
と
観
念
的
で
は
　
　
　
そ
れ
が
一
つ
の
明
瞭
な
思
想
の
形
を
と
る
の
は
、
［
、
困
目
ヨ
o
猫
房
8
に
お
い

あ
る
が
本
質
と
し
て
把
握
さ
れ
る
自
己
の
対
立
が
行
わ
れ
、
本
質
と
し
て
把
握
　
　
　
て
で
あ
る
。
、

さ
れ
る
自
己
が
実
体
を
持
た
な
い
故
に
全
て
が
虚
構
と
し
て
受
け
と
ら
れ
る
の
　
　
　
シ
ッ
ド
に
対
す
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
は
大
き
い
。
彼
は
言
う
「
私
に
対
す
る

　
で
あ
る
。
　
℃
巴
¢
傷
＄
の
イ
ロ
ニ
ー
乃
至
は
戯
画
は
（
こ
の
よ
う
に
し
て
生
れ
　
　
　
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
？
　
私
は
彼
を
発
見
し
た
と
き
に
［
、
H
暴
ヨ
o
冨
獄
・
D
審
を
書

　
て
来
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
い
た
の
だ
」
　
（
日
O
ζ
H
H
り
餌
一
り
　
一
ψ
ゆ
凶
．
　
O
o
鴇
継
）
U
か
し
、
そ
れ
は
全
面
的
な
影
響
と

　
　
こ
の
よ
う
な
思
想
的
立
場
は
全
く
、
ド
イ
ッ
観
念
論
哲
学
の
立
場
と
同
質
の
　
　
　
は
言
え
な
い
。
ジ
ッ
ド
の
中
に
は
、
元
々
、
二
！
チ
ェ
的
半
面
は
あ
っ
た
の
で

も
の
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
は
こ
の
思
想
的
影
響
を
二
つ
の
方
向
か
ら
受
け
て
い
　
　
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
の
生
の
哲
学
一
9
。
5
①
℃
o
舞
冨
≦
①
の
立
場
は
、
観
念
論
哲

た
。
一
つ
は
、
彼
の
青
年
時
代
の
読
書
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ッ
ド
は
彼
自
身
「
シ
　
　
　
学
の
行
き
づ
ま
り
の
何
ら
か
の
破
局
か
ら
生
れ
て
来
た
の
で
あ
り
（
囚
」
O
〈
搾

　
ヨ
！
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
と
フ
ィ
ヒ
テ
、
…
…
彼
ら
こ
そ
私
を
養
い
、
私
を
形
成
　
　
　
「
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
二
ー
チ
ェ
へ
」
柴
田
治
三
郎
訳
、
岩
波
書
店
）
そ
れ
は
恰

し
、
私
の
思
考
を
決
定
し
た
入
た
ち
で
あ
る
」
　
（
O
①
ロ
〈
葛
8
旨
唱
蚕
o
磐
り
　
　
　
度
、
ジ
ッ
ド
の
求
め
た
方
向
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
し
か
し
な
が



ら
・
例
え
私
が
二
ー
チ
ェ
魁
ド
ス
ト
ィ
エ
フ
ス
キ
ー
を
識
ら
な
か
っ
た
と
し
て
　
　
ず
変
貌
し
、
他
面
彼
が
一
つ
の
固
定
し
た
思
想
を
堅
持
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た

も
・
私
は
矢
張
り
同
じ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
、
と
思
う
。
私
は
彼
ら
の
中
に
、
教
　
　
　
作
家
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
そ
の
困
難
さ
の
弊
を
免
れ
る
こ
と
は
出

唆
よ
り
も
む
し
ろ
権
威
付
け
を
見
付
け
た
だ
け
で
あ
っ
た
の
だ
」
　
（
甘
仁
旨
巴
り
　
　
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
琴
確
か
な
と
こ
ろ
か
叙
考
え
て
行
く
時
、
ジ
ッ
ド

這
誌
゜
。
。
°
）
こ
の
言
葉
の
中
に
、
ジ
ッ
ド
の
立
場
が
殆
ど
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
の
交
学
の
二
元
性
又
は
二
重
構
造
性
と
い
う
見
方
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

　
二
ー
チ
ェ
の
影
響
は
［
、
H
B
日
曾
巴
一
q
・
冨
の
時
期
に
一
番
強
く
、
以
後
次
第
　
　
　
　
ジ
ッ
ド
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
丁
度
十
年
経
っ
た
。
ジ
ッ
ド
は
既
に
現
代
の

に
影
を
潜
め
、
冨
O
°
。
年
前
後
に
ド
ス
ト
ィ
エ
フ
ス
キ
ー
と
の
交
学
的
関
係
が
代
　
　
　
作
家
で
は
な
い
、
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
く

わ
り
に
強
ま
っ
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
に
な
っ
て
も
未
だ
ジ
ッ
ド
の
自
己
　
　
は
、
古
典
的
作
家
の
一
人
と
し
て
、
更
め
て
研
究
し
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
，

矛
盾
的
要
素
は
強
烈
に
対
立
し
て
を
り
、
彼
は
、
ド
ス
ト
ィ
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
　
　
　
の
で
あ
る
。

い
て
そ
の
何
ら
か
の
解
決
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
形

式
的
に
言
え
ば
、
二
！
チ
ェ
的
な
超
人
の
思
想
か
ら
、
ド
ス
ト
ィ
エ
ス
キ
．
，
的

な
、
自
我
放
棄
の
思
想
へ
の
、
ジ
ッ
ド
の
移
行
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
、

に
お
い
て
も
、
彼
が
相
対
立
す
る
自
我
の
矛
盾
、
自
我
の
二
重
性
を
克
服
し
よ

う
と
し
た
努
力
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
0

五
、
結
　
　
語

　
ジ
ッ
ド
の
創
作
的
作
品
に
見
ら
れ
る
二
つ
の
大
き
な
傾
向
が
、
彼
の
思
想
の

面
に
も
又
、
創
作
手
法
の
上
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
此
処
で
言
お
う
と

し
た
。
恐
ら
く
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
、
ジ
ッ
ド
に
内
在
的
な
性
質
で
あ
り
、
そ

の
傾
向
は
あ
ら
ゆ
る
面
に
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
文
学
は
こ
う
し
た

二
元
論
的
構
成
で
組
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
徹

底
し
て
追
究
す
る
た
め
に
は
も
つ
と
綿
密
な
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
～
で

述
べ
た
こ
と
は
、
そ
の
骨
組
の
外
形
に
過
ぎ
な
い
。

　
ジ
ッ
ド
の
思
想
を
発
展
的
に
或
い
は
系
統
づ
け
て
考
え
る
の
は
非
常
に
困
難

だ
と
い
う
の
が
一
般
の
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ジ
ッ
ド
自
身
が
絶
え


